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議長
前川やすえ

副議長
保谷　　武

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
市
議

会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
私
た
ち
は
議
長
並
び
に
副
議
長
の
要
職

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
、
本
年
４
月
に
市
制
60
周
年
を
迎
え
、

こ
の
節
目
を
祝
う
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
市
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
み

な
が
ら
、
60
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
い
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
市
議
会
で
は
こ
れ

か
ら
も
、
皆
様
の
多
く
の
声
を
市
政
に
反
映
し
、
誰
も

が
住
み
や
す
い
と
感
じ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　議員の任期満了に伴う一般選挙後初めての臨時会を７月24日から26日までの３日間の会期で、新議員５
名を含む新たな18名の議員によって開催しました。
　今臨時会では、初日に正副議長の選挙、議会運営委員会委員・常任委員会委員の選任及び正副委員長の互選、
戸田競艇企業団議会議員・蕨戸田衛生センター組合議会議員の選挙等を行い、新議会の構成を決めました。
　最終日には、市長提出議案４件を同意し、議会運営委員会による閉会中の調査活動を認めるための「閉会
中の継続審査事項の委員会付託」を議決したほか、議員提出議案１件について、緊急を要する議案として日
程に追加し、原案のとおり可決して閉会しました。

女性議長でスタート‼   議長に前川やすえ氏  副議長に保谷武氏が就任
新議会の構成が決まりました
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 令和元年７月臨時会における議案に対する賛否結果
議案番号 議案名 令政

クラブ 共産党 公明党 立憲
民主党

無所属
（三輪議員）

無所属
（小林議員）

無所属
（榎本議員）

日本
維新の会 結果

議案
第41～43号 公平委員会委員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案
第44号 監査委員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退席 ○ 同　　意

議員提出議案
第4号 幼児教育・保育の無償化制度に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

◎大石　圭子　　○宮下　奈美
　中野たかゆき　　古川　　歩
　本田てい子　　　榎本　和孝

 広報広聴委員会

蕨戸田衛生センター組合議会
　武下　　涼　　　今井　陽子
　大石　圭子　　　本田てい子
　榎本　和孝　　　小林　利規
　保谷　　武　　　根本　　浩
　山　　紀子　　　一関　和一

戸田競艇企業団議会
　中野たかゆき　　古川　　歩
　宮下　奈美　　　前川やすえ
　鈴木　　智　　　池上　智康
　三輪かずよし　　大石　幸一

 一部事務組合

◎池上　智康　　○大石　幸一
　古川　　歩　　　大石　圭子
　鈴木　　智　　　山　　紀子

 議会運営委員会

総務常任委員会
◎一関　和一　　○小林　利規
　今井　陽子　　　鈴木　　智
　池上　智康　　　大石　幸一

環境福祉経済常任委員会
◎山　　紀子　　○大石　圭子
　武下　　涼　　　中野たかゆき
　本田てい子　　　前川やすえ

教育まちづくり常任委員会
◎古川　　歩　　○宮下　奈美
　榎本　和孝　　　保谷　　武
　根本　　浩　　　三輪かずよし

決算常任委員会
◎大石　圭子　　○鈴木　　智
　武下　　涼　　　中野たかゆき
　今井　陽子　　　古川　　歩
　小林　利規　　　根本　　浩
　一関　和一

 常任委員会
◆議長選挙
前川やすえ（令政クラブ）11票
鈴木　　智（共産党）　　　４票
小林　利規（無所属）　　　１票
榎本　和孝（無所属）　　　１票
　※無効投票 1票

◆副議長選挙
保谷　　武（令政クラブ）11票
山　　紀子（共産党）　　　４票
鈴木　　智（共産党）　　　１票
榎本　和孝（無所属）　　　１票
　※無効投票１票

 選挙結果

※委員会の◎印は委員長、○印は副委員長。敬称略。

　

今
臨
時
会
で
は
、
本
意
見
書
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
国
に
提
出
し
ま

し
た
。

　
　
　

国
は
、
本
年
10
月
か
ら
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
制
度
を
開
始

す
る
が
、
認
可
保
育
所
、
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
及
び
認
可
外
保
育
施

設
が
無
償
化
の
対
象
と
な
る
一
方
で
、

国
の
認
可
基
準
を
満
た
さ
な
い
幼
児

教
育
施
設
等
、
い
わ
ゆ
る
幼
稚
園
類

似
施
設
は
無
償
化
の
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
。

　

本
市
に
は
、
県
の
私
立
幼
稚
園
の

認
可
を
受
け
て
い
な
い
幼
稚
園
類
似

施
設
が
あ
る
が
、
市
の
様
々
な
行
事

な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
幼
児

教
育
の
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幼
稚
園
に

準
じ
た
幼
児
教
育
を
行
う
施
設
と
し

て
位
置
づ
け
、
蕨
市
私
立
幼
稚
園
児

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
本
年
10
月

の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
制
度

の
開
始
後
も
引
き
続
き
補
助
を
行
う

予
定
で
あ
る
が
、
市
の
財
源
の
み
で

幼
稚
園
類
似
施
設
を
対
象
に
全
額
補

助
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
無
償
化
を
実

現
す
る
に
は
財
政
上
の
困
難
を
伴
う
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
補
助

対
象
施
設
の
見
直
し
等
を
行
い
、
国

の
認
可
基
準
を
満
た
さ
な
い
幼
児
教

育
施
設
等
、
い
わ
ゆ
る
幼
稚
園
類
似

施
設
に
対
し
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
の
対
象
と
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

議
員
提
出
議
案
第
４
号

「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
制
度
に
関
す
る
意
見
書
」

内
容 意

見
書
の
提
出

大石　幸一
 議会選出監査委員

令政クラブ　６名
◎池上　智康　　 前川やすえ
　保谷　　武　　 大石　圭子
　古川　　歩　　 今井　陽子
日本共産党蕨市議会議員団　４名
◎鈴木　　智　　 山　　紀子
　宮下　奈美　　 武下　　涼
蕨市公明党　３名
◎大石　幸一　　 根本　　浩
　本田てい子
※◎は会派の代表者です

立憲民主党わらび　一関　和一
無所属　　　　　　三輪かずよし
無所属　　　　　　小林　利規
無所属　　　　　　榎本　和孝
日本維新の会　　　中野たかゆき

 会派が構成されました




